


2021年にCryptoGamesに入社し、ブロッ
クチェーンエンジニアとして活動。
AstarGames（現MOCHIRON社）、
SuperTeam Japanを経て、現在は株式会

社シーエーシーのブロックチェーン推進

グループに所属。

シーエーシーは2017年からのブロックチ
ェーン事業を開始し、「KOUKA」などの
Cordaを利用したサービスを手がけてい
る。

自己紹介

https://www.cac.co.jp/product/finance-dx/blockchain/
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１　ハッシュとは

先頭が 0000で始まるハッシュになるようなデータを探してください。

１　ブロックチェーンとは

https://andersbrownworth.com/blockchain/hash



２　ナンスの発見

次は任意のデータを入れてからナンスを探して

みましょう。

実はこれがビットコインがやっていることです。

「マイナー」と言われる採掘者が先頭〇桁が0に

なるようなナンスを探しています。

１　ブロックチェーンとは



３　エクスプローラの確認

実際のビットコインの状況を確認してみましょう。

１　ブロックチェーンとは

https://www.blockchain.com/explorer/blocks/btc/919160



４　難易度調整

先頭の0の桁数（実際には〇〇以下）が増えるほど難易度が上がります。

ビットコインでは約２週間（2016ブロック）ごとに自動でこの難易度が調整さ

れ、ブロック生成速度が約10分になるように調整されます。

１　ブロックチェーンとは



５　ブロック「チェーン」とは

そのブロックを表すハッシュが次のブロックにチェーンのようにつながります。

１　ブロックチェーンとは



５　ブロック「チェーン」とは

あるブロックのデータを改ざんするとそれ以降のブロックすべてがエラーになり

ます。

これにより、過去のデータの改ざんが非常に困難になります。

１　ブロックチェーンとは



６　分散の重要性

仮に改ざんができたとすれば解決でしょうか？

分散されていることで、内容が異なるブロックが明確にわかってしまいます。

１　ブロックチェーンとは



７　ブロックに含まれる取引

実際にはこのようにブロックの中に取引が含まれます。

ちなみに、ブロック番号が１から始まる場合、この中に違和感はありますか？

１　ブロックチェーンとは



８　コインベーストランザクション

コインベーストランザクションによってコインが発行されています。

これはブロック作成者への報酬です。

１　ブロックチェーンとは



９　ジェネシスブロックとサトシの文言

最初のブロックを見てサトシの文言を確認してみましょう。

１　ブロックチェーンとは

https://www.blockchain.com/explorer/blocks/btc/0



１　時価総額で見たSui

２　Suiとは

https://coinmarketcap.com/ja/



２　アカウント型とオブジェクト型　イーサリアムの場合

イーサリアムにはEOAとContractAccountという２種類のアカウントがあり、ス
マートコントラクトは後者です。

２　Suiとは

https://i.sstatic.net/bZr6O.png



２　アカウント型とオブジェクト型　イーサリアムの場合（アカウント型）

スマートコントラクトの中にはロジックと値が入っています。

また、値はデータ（例えば数値データ）として格納されています。

２　Suiとは



２　アカウント型とオブジェクト型　Solanaの場合（アカウント型）

Solanaの場合はロジックと値が分離しています。

２　Suiとは



２　アカウント型とオブジェクト型　ロジックと値の分離

では、ロジックと値が分離するかどうかで何が違うの？

２　Suiとは



２　アカウント型とオブジェクト型　ロジックと値の分離

違いは並列処理の可否です。

２　Suiとは



２　アカウント型とオブジェクト型　ロジックと値の分離

一秒あたりのトランザクション数であるTPSの差も明確です。

２　Suiとは

https://x.com/Suians_/status/1659621501669363712



２　アカウント型とオブジェクト型　オブジェクト型

一方、Suiはオブジェクト型です。

銀行口座のデータではなく、実物のように扱います。

２　Suiとは



２　アカウント型とオブジェクト型　オブジェクト型

図解するとこのようになります。

２　Suiとは



２　アカウント型とオブジェクト型　オブジェクト型

では、オブジェクト型とアカウント型は何が違うでしょう？

２　Suiとは



２　アカウント型とオブジェクト型　オブジェクト型とアカウント型

一秒あたりのトランザクション数であるTPS。（最もSolanaはTPSの向上に向け

て現在開発中です。）

２　Suiとは

https://x.com/Suians_/status/1659621501669363712



１　ウォレットの利用

本日は、SlushというSuiのウォレットを利用します。

※シークレットリカバリーフレーズ、秘密鍵は他の人には
絶対に見せてはいけません。

３　トークンの送付

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mystenlabs.suiwallet&hl=ja



２　ガス代の取得

一般のブロックチェーンでは処理と値の保存のためにガス代と呼ばれる手数料が
必要です。

Faucet（蛇口）でテスト用のガス代を取得できます。

３　トークンの送付

https://faucet.sui.io/



３　ガス代はどのくらいかかる？

ガス代は平均でどれくらいか調べてみましょう。

３　トークンの送付

https://suivision.xyz/



４　トークンの送付体験

こちらのスプレッドシートにアドレスを貼り付け、送り合ってみましょう。

３　トークンの送付

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1snDFZe0U_drcWWBgaltIkfaFSgImM5ZLLKxnQA2OTlw/edit?gid=0#gid=0



５　エクスプローラでの確認

Testnetにした上で確認してみましょう。

３　トークンの送付

https://testnet.suivision.xyz/



５　エクスプローラでの確認

送受信の履歴が確認できます。

３　トークンの送付

https://testnet.suivision.xyz/



５　エクスプローラでの確認

処理の流れを確認してみましょう。①分割と②送付が行われています。

３　トークンの送付

https://testnet.suivision.xyz/



５　エクスプローラでの確認

コインがオブジェクト（モノ）として存在することも確認しましょう。

３　トークンの送付

https://testnet.suivision.xyz/



１　NFTとは

NFTはNon Fungible Token（代替不可能なトークン）の略です。
まずは「代替（不）可能」について考えてみましょう。

千円札
お店でたくさん売られている万年筆
おじいちゃんからもらった万年筆

４　NFTの作成



２　NFTはアート？

NFTはよく絵と紐づけられますが、実は技術的には無関係です。

例えば、イーサリアムのNFTの規格であるERC721の場合、「ID :１とID :２は代替

できない」と言っているだけです。

そして、その各IDにブロックチェーン以外の場所で絵や

説明が紐づいているだけです。

４　NFTの作成

※現在主流ではありませんが、「フルオンチェーンNFT」は絵の情報も

　ブロックチェーンに乗ります。



３　NFTのミント　ウォレット接続

NFTを作ることをミント（硬貨の鋳造の意味）と言います。

まずは、ウォレットを接続してみましょう。

４　NFTの作成

https://nft-mint-sample.vercel.app/



３　NFTのミント　

任意の名前、説明を入れて「NFTをミント」を
押します。

ウォレットが立ち上がるので、「Approve（承認）」

を押します。

４　NFTの作成

https://nft-mint-sample.vercel.app/



４　処理の確認

もしかして、中身を見ずに「Approve」を押してしまいましたか？

ボタンは「ミント」と書いてありましたが、実際にはあなたのコインを詐欺アカ
ウントに送るための処理かもしれません。

残念なことですが、この業界では詐欺師が多いのが現状です。

実際に処理を行う際には何を行うのかを調べることで安全性を上げることができ
ます。（今はAIもありますし、処理を調べてもらうのも良いかもしれません）

４　NFTの作成



４　処理の確認

「Object Changer」を見ると、NFTが作られ、コインがアップデートされるよ
うです。

処理としては「nft」モジュールの「mint」が
実行されるようです。

４　NFTの作成



４　処理の確認

ソースコードはこちらです。
まだ、コードの読み方はやっていないので、AIなどで
問題ないコードかを聞いてみましょう。

どうやら大丈夫そうです。
このNFTについて、Shizukuさんの疑いは晴れました。

４　NFTの作成

https://suiscan.xyz/testnet/object/0xffb17d198be1636f5bc710a45581e78c52b0592d
b19b966c974fec737c30350d/contracts

※今回はあくまでWeb3の話なので、そもそもこのボタンを押して良いかなどの攻撃には触れていません。
　Web3関わらず、さまざまな攻撃手段がありますので十分お気をつけください。



５　NFTの確認

では、NFTをSuiVisionで確認してみましょう。(Testnetにするのを忘れずに)
画像がただのURLであることも確認できると思います。

４　NFTの作成

https://explorer.polymedia.app/object/0x417eccbced8a4b9c1e441e598ee76095786
c81f6fecca8013b8ee28ebff4888a?network=testnet



１　概要のイメージ

SuiのMove言語は型を非常に重視した言語です。

コックさんの格好をしていれば、コックさんだと確定します。

一方、例えば、Solanaの場合は、実行時の挙動によって変わります。

厨房で料理しているという挙動を持ってコックさんのような人だとわかります。

５　Move言語とは



１　概要のイメージ

能力の例として、カービィのコピー能力とハンターハンターの念能力を考えてみ
ましょう。Suiはどちらだと思いますか。

５　Move言語とは

https://www.reddit.com/r/Kirby/comments/ufs0jw/i_made_kirby_and_the_forgotte
n_land_copy/?tl=ja

https://jumpcs.shueisha.co.jp/shop/g/g4530430522989/?
srsltid=AfmBOop7lqDSN_8CqP9zy98iL_up-6kgpKNotRGuAWsJPsY16rCIqnpp



２　４つの能力（Ability）

Moveには「Key」「Copy」「Drop」「Store」の４つの能力があります。
型を重視するため、客観的にこのマークがついているかどうかで判断します。

５　Move言語とは

https://x.com/0x_onigiri/status/1964982038962081834



３　それぞれの能力　①Key

私のシャーペンは全く同じものが存在しない唯一のものです。
私の千円札も他の千円札と価値は同じですが、唯一のものです。

このような唯一のものに対し、Suiは「key」というキーワードをつけます。
世界で唯一のグローバルIDがつきます。

５　Move言語とは



３　それぞれの能力　②Copy

デジタルの世界ではコピペなどは頻繁に行われますが、実際の世界では誰かに
ものを渡すときにコピーは行われません。

移動するだけです。
なので、原則コピーはできず、できるようにするには「Copy」をつけます。

５　Move言語とは



３　それぞれの能力　③drop

デジタルの世界ではデリート（削除）は簡単に行えますが、現実の世界では捨て
たとしても、存在自体は無くなりませんね。

なので、原則は破棄ができず、できるようにするには「drop」をつけます。

５　Move言語とは



３　それぞれの能力　④store

Moveは「移動」に焦点を当てた言語です。

もしもシャーペンがバッグに入っている場合、バッグが移動すれば、その中のシ

ャーペンも移動します。

そのため、格納できるかどうかで「store」をつけます。

５　Move言語とは



１　事前準備

こちらを済ませた状態として進めていきます。

６　Sui CLIの利用

https://note.com/standenglish/n/ndd97f7417504



２　Docker Desktopの確認

このように立ち上がっていますか？

６　Sui CLIの利用



３　Docker Imageの取得（事前準備の部分です。）

Docker Imageを取得します。
docker pull ytakahashi2020/sui-node:latest

６　Sui CLIの利用



４　コンテナの実行（事前準備の部分です。）

mkdir workshop
cd workshop
docker run --name workshop -it --rm -p 5173:5173 -v "$PWD":/workspace   -p
3000:3000 ytakahashi2020/sui-node:latest bash

windowsの場合
docker run --name workshop -it --rm -p 5173:5173 -p 3000:3000 -v
"${PWD}:/workspace" ytakahashi2020/sui-node:latest bash

６　Sui CLIの利用



５　クライアントの作成

Suiとやりとりするためのクライアントを作成します。

sui client -y

これでアドレスを作成できます。

６　Sui CLIの利用



６　アクティブアドレスの確認

以下のコマンドでアクティブアドレスが確認できます。

sui client active-address

手持ちのウォレットからテストトークンを送りましょう。(0.02Suiなど少量でOK)

６　Sui CLIの利用



７　テストネットの指定

以下のコマンドでテストネットに設定し、結果を確認しましょう。

sui client switch --env testnet

sui client envs

６　Sui CLIの利用



８　残高の確認

以下のコマンドで残高を確認しましょう。
sui client gas

６　Sui CLIの利用



９　サンプルコードの取得

以下のコマンドでサンプルコードを取得します。

git clone https://github.com/pnha2411/mint_nft

cd mint_nft/move/nft-move/

６　Sui CLIの利用



１０　サンプルコードのビルド・公開

以下のコマンドでサンプルコードをビルド・公開します。

sui move build
sui client publish

６　Sui CLIの利用



１０　サンプルコードのビルド・公開

SuiVisionで確認すると、公開されていることが確認できました。

６　Sui CLIの利用

https://testnet.suivision.xyz/package/0x8479f4574bfb898c9319fc41fbd3d614a48e6011bfde0951293d21a0ef1bc402?tab=Transaction+Blocks


